
 

ファイル名：A－XXX－0001   
＊ファイル名の詳細は※１をご覧ください 

バーチャル科学館 ＨＰ構成に関する資料ご提供資料記入シート 

記入に際してのお願い、下記のシート 1枚につき 1件の情報を記載ください。 

記入日 2008 年 8 月 18 日 ご提供いただける資料分野 ※２より選択 Ａ 空調 

■資料の概要 

年・月 1965 年  月  日 
←年は西暦で記入月や日が不明な場合
は記入不要です。 

年 代 
※３より選択

1960 年 

分 類 

※４より選択 

空調設備（空調） コメント 空調設備工事施工 

商品名・工法 

システムなど

(100 文字以内) 

国内初の超高層ビルにおける空調設備工事施工      

建物名称 ○○ビル 

特 徴 

(100 文字以内) 

空調方式：外周部は誘引ユニット方式、内周部は単一ダクト方式 

機能・効果 

(100 文字以内) 

設備構成：○○製密閉形遠心冷凍機（4台）、○○製吸収式冷凍機（4台）、計 5,670USRT○○製ウェザー

マスター（2,675 台）、パッケージ形空調機（18 台）、空調機（45 台）熱交換器類（40 基）、冷却塔（8基）、

送排風機（60 台）     

記 事 

開発秘話など

(100 文字以内) 

最上階（50 階）に設置する遠心冷凍機の搬入は、新聞・テレビなどのマスコミで報道された。

○○年度○○学会「○○賞」受賞 

 
■添付資料（写真） 
以下の個所に写真・図等を次の操作で貼付けください。 「挿入」→「図」→「ファイルから」 
 

 
別添します。 
A-XXX-001-001 は、写真 JPG です。 
A-XXX-001-002 は、施工図 JPG です。 
 
 
 
 
 
 
■資料の形式【資料番号は追番を付し電子データの添付はファイル名のルール※５参照】 
追 番 ファイル名称(電子データの場合) 資料／データの説明【添付図の解説をお願いします】 

１ A-XXX-001-001 最上階 熱源機械室に設置された密閉形遠心冷凍機 

２ A-XXX-001-002 基準階事務室 ペリカバー内部の機器・配管 

   

   

 
■本ご提供資料に関するお問い合わせ先 

御 社 名 ○○○○ 株式会社 

所  属 ○○部 ○○開発課 

ご担当者 （正）○○ ○○ （副）○○ ○○ 

ご連絡先 電 話      XXX-XXX-XXX  内線（XXXX） 

e-mail （正）XXXX-XXXX@XXX－X.co.jp （副） 

 



 

ファイル名： A－XXX－001   
＊ファイル名の詳細は※１をご覧ください 

バーチャル科学館 ＨＰ構成に関する資料ご提供資料記入シート 

記入に際してのお願い、下記のシート 1枚につき 1件の情報を記載ください。 

記入日 2008年 10月 30日 ご提供いただける資料分野 ※２より選択 Ａ 空調 

■資料の概要 

年・月 1990 年 7 月  日 
←年は西暦で記入月や日が不明な場合
は記入不要です。 

年 代 
※３より選択

 

分 類 

※４より選択 

空調設備（空調） コメント 事務室空調方式 

商品名・工法 

システムなど

(100 文字以内) 

ペアダクト空調方式 

建物名称 ○○ビル （地上 6階・地下 1階） 

特 徴 

(100 文字以内) 

ベース空調機（単一ダクト定風量方式）と顕熱クーラー（顕熱処理専用、単一ダクト変風量方式）の 2

つの空調機で室内環境を制御する。ベース空調機は外気導入、空気清浄、除湿、加湿を行い、顕熱クー

ラーは内部発熱処理（冷房）を行う。 

機能・効果 

(100 文字以内) 

メリット：ベース空調機により内部負荷量に影響されずに外気取り入れができる。冬期の室内冷房時に

も吹出空気温度が高いため水加湿の制御性がよい。夏期の外気は冷却減湿後に室内空気と混合するため

除湿制御性がよい。 

記 事 

開発秘話など

(100 文字以内) 

単一ダクトの変風量方式の不都合を解消し室内の空気質の向上。室内環境を良好にしてプロダクティビ

ティの向上を目指した。 

 
■添付資料（写真） 
以下の個所に写真・図等を次の操作で貼付けください。 「挿入」→「図」→「ファイルから」 
 

 
 
 

次ページに拡大図を添付しました。 
 
 
 
 
 
■資料の形式【資料番号は追番を付し電子データの添付はファイル名のルール※５参照】 
追 番 ファイル名称(電子データの場合) 資料／データの説明【添付図の解説をお願いします】 

1 A-XXX-001-001 空調方式システムフロー図(JPG) 

   

   

   

 
■本ご提供資料に関するお問い合わせ先 

御 社 名 株式会社 ○○設計事務所 

所  属 設備設計部 

ご担当者 （正）○○ ○○ （副）担当は他にいません 

ご連絡先 電 話   XX-XXX-XXXX  内線（ XXXX ） 

e-mail （正）xxx-x＠xxx.co.jp （副） 

 



 

空調方式システムフロー図を示す。 
 
 



 

ファイル名： P－XXXX－001   
＊ファイル名の詳細は※１をご覧ください 

バーチャル科学館 ＨＰ構成に関する資料ご提供資料記入シート 

記入に際してのお願い、下記のシート 1枚につき 1件の情報を記載ください。 

記入日 2008年 10月 30日 ご提供いただける資料分野 ※２より選択 Ｐ衛生 

■資料の概要 

年・月  198X 年  月  日 
←年は西暦で記入月や日が不明な場合
は記入不要です。 

年 代 
※３より選択

1980 年代 

分 類 

※４より選択 

材料・工法（衛生） コメント 集合住宅における給水・給湯配管の新工法として普及

商品名・工法 

システムなど

(100 文字以内) 

さや管ヘッダー工法 

建物名称 ○○○○○○○（19××年竣工） 

特 徴 

(100 文字以内) 

衛生的で耐久性・耐食性・更新性に優れ、工期短縮・施工技術の平準化が図れる。 

機能・効果 

(100 文字以内) 

住宅・都市整備公団（現住都公団）にも採用され、現在の集合住宅において主流となっている。

記 事 

開発秘話など

(100 文字以内) 

当初ガス配管に採用され、その後給水・給湯配管の工法として開発。架橋ポリエチレン管・ポ

リブデン管が使用され、さや管工法の他にさや管を用いない「分岐管工法」 

 
■添付資料（写真） 
以下の個所に写真・図等を次の操作で貼付けください。 「挿入」→「図」→「ファイルから」 
 

 
 
添付ファイルの資料を参照ください。 
 
 
 
 
 
 
■資料の形式【資料番号は追番を付し電子データの添付はファイル名のルール※５参照】 
追 番 ファイル名称(電子データの場合) 資料／データの説明【添付図の解説をお願いします】 

１ P-XXX-001-001 さや管ヘッダー工法例（JPG） 

   

   

   

 
■本ご提供資料に関するお問い合わせ先 

御 社 名 ○○○○ 株式会社 

所  属 ○○製造部 ○○開発課 

ご担当者 （正）○○ ○○ （副）担当はいません。 

ご連絡先 電 話      XXX-XXX-XXX  内線（XXXX） 

e-mail （正）XXXX-XXXX@XXX－X.co.jp （副） 

 



ファイル名： P－XXXX－001   
＊ファイル名の詳細は※１をご覧ください 

バーチャル科学館 ＨＰ構成に関する資料ご提供資料記入シート 

記入に際してのお願い、下記のシート 1枚につき 1件の情報を記載ください。 

記入日 2008年 10月 30日 ご提供いただける資料分野 ※２より選択 Ｐ衛生 

■資料の概要 

年・月  2001 年 5 月  日 
←年は西暦で記入月や日が不明な場合
は記入不要です。 

年 代 
※３より選択

2000 年代 

分 類 

※４より選択 

給湯設備（衛生） コメント  

商品名・工法 

システムなど

(100 文字以内) 

エコキュート 

建物名称 ○○○○○○○（２０○○年竣工） 

特 徴 

(100 文字以内) 

自然冷媒（ＣＯ２）を採用したヒートポンプ方式の給湯機で、９０℃の高温出湯が可能。 

機能・効果 

(100 文字以内) 

安価な深夜電力を利用して効率的にお湯を沸かすため、ランニングコストが抑えられる。 

記 事 

開発秘話など

(100 文字以内) 

ＣＯ２冷媒を１００気圧に圧縮するため、コンプレッサ（圧縮機）に高度な密閉技術の開発が

不可欠であった。また、夜間運転での静粛性も必須であった。 

 
■添付資料（写真） 
以下の個所に写真・図等を次の操作で貼付けください。 「挿入」→「図」→「ファイルから」 
 

 
 
なし 
 
 
 
 
 
 
■資料の形式【資料番号は追番を付し電子データの添付はファイル名のルール※５参照】 
追 番 ファイル名称(電子データの場合) 資料／データの説明【添付図の解説をお願いします】 

   

   

   

   

 
■本ご提供資料に関するお問い合わせ先 

御 社 名 ○○○○ 株式会社 

所  属 ○○製造部 ○○開発課 

ご担当者 （正）○○ ○○ （副）担当はいません。 

ご連絡先 電 話      XXX-XXX-XXX  内線（XXXX） 

e-mail （正）XXXX-XXXX@XXX－X.co.jp （副） 

 












